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総会で挨拶する山口会長

懇親会で挨拶する相場45会支部長

宴の始まりを告げる乾杯

宴会の合間には抽選会応援歌を全員で合唱二次会も異例の盛り上がり

第19回総会・懇親会参加の皆さん

第19回 総会・懇親会開催第19回 総会・懇親会開催
20周年に向けて役員留任
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平
成
29
年
６
月
３
日
（
土
）
午
後

２
時
半
よ
り
、
再
開
発
で
生
ま
れ
変

わ
っ
た
新
宿
南
口
駅
前
か
ら
ほ
ど
近

い
小
田
急
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
サ

ザ
ン
タ
ワ
ー
21
階
イ
ー
ス
ト
ル
ー
ム

に
て
第
19
回
総
会
・
懇
親
会
を
40
名

の
参
加
者（
会
員
35
名
、
来
賓
５
名
）

に
よ
り
開
催
し
た
。
す
で
に
３
年
連

続
で
利
用
し
て
い
る
が
や
は
り
眺
望

が
最
高
で
あ
る
。

　

総
会
で
は
、
議
長
に
選
任
さ
れ
た

菊
田
和
行
副
会
長
の
も
と
で
以
下
の

議
案
が
審
議
さ
れ
、
質
疑
応
答
を
経

て
可
決
承
認
さ
れ
た
（
報
告
：
佐
藤

愛
子
幹
事
長
、
水
野
勝
敏
会
計
担
当

副
幹
事
長
）。

①
２
０
１
６
年
度
事
業
報
告
並
び
に

決
算
報
告
に
つ
い
て（
別
表
１
）

　

会
計
監
査
報
告
（
藤
野
美
知
子
会

計
監
査
）

②
２
０
１
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）

に
つ
い
て

③
２
０
１
７
年
度
予
算
（
案
）
に
つ

い
て

④
幹
事
、
常
任
幹
事
人
数
変
更
の
規

約
改
正
（
案
）
が
山
口
隆
司
会
長

か
ら
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
た

⑤
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
の
改
選

に
つ
い
て
（
今

年
度
は
改
選
な

し
～
別
表
２
）

　

今
年
の
懇
親
会

に
は
酒
井
正
三
郎

総
長
学
長
は
残
念

な
が
ら
業
務
の
た

め
お
越
し
い
た
だ

け
な
か
っ
た
が
、

学
員
会
本
部
か
ら

は
同
期
生
で
も
あ

る
瀨
川
徹
副
会
長

は
じ
め
、
相
場
有

二
白
門
45
会
支
部

長
・
年
次
支
部
協

議
会
代
表
幹
事
、

半
澤
勉
白
門
46
会

支
部
長
、
前
川
賢

治
47
白
門
会
副
会

長
、
山
崎
厚
太
49

年
白
門
会
支
部
長

に
ご
臨
席
い
た
だ

い
た
。

　

初
司
会
の
榎
本

真
一
副
会
長
の
開

会
宣
言
後
、
全
員

で
中
央
大
学
校
歌

を
斉
唱
し
、
任
期

４
年
目
に
な
る
山

口
会
長
か
ら
来
年

度
の
創
立
20
周
年

に
向
け
て
、
魅
力

あ
る
会
造
り
を
再

構
築
す
る
た
め
に

【別表１】

平成28年度　白門48会決算

第
19
回
総
会
協
賛（

50
音
順
）

◇
白
門
四
八
会
副
会
長

　
　
　

井
沢　

和
夫（
商
学
部
）

◇
白
門
四
八
会
幹
事【
静
岡
県
】

　
　
　

石
川　

哲
矢（
商
学
部
）

◇
白
門
四
八
会
会
員【
新
潟
県
】

　
　
　

石
坂　

隆　
（
商
学
部
）

◇
白
門
四
八
会
副
幹
事
長

　
　
　

江
川　

修
司（
商
学
部
）

◇
白
門
四
八
会
副
会
長

　
　
　

榎
本　

真
一（
文
学
部
）

◇
白
門
四
八
会
幹
事

　
　
　太
田　

哲
次（
法
学
部
）

◇
ゴ
ー
ル
ド
交
通
㈱
代
表
取
締
役

　

中
央
大
学
評
議
員

　
　
　

大
森　

悦
朗（
法
学
部
）

◇
未
来
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
代
表
社
員

　
　
　

小
田　

眞
一（
商
学
部
）

◇
大
沼
観
光
大
使

　
　
　

川
瀬　

俊
吉（
理
工
学
部
）

◇
白
門
四
八
会
副
会
長

　
　
　

菊
田　

和
行（
法
学
部
）

◇
㈱
ア
イ
ト
商
店
代
表
取
締
役

 

【
新
潟
県
】

　
　
　

木
村　

廉
平（
文
学
部
）

◇
㈱
佐
野
屋
代
表
取
締
役【
新
潟
県
】

　

㈲
油
屋
久
助
商
店
代
表
取
締
役

　
　
　

久
保
原　

昇（
商
学
部
）

◇
四
八
会
関
西
支
部
長【
京
都
府
】

　
　
　

黒
羽　

一
記（
文
学
部
）

◇
白
門
四
八
会
幹
事

　
　
　

小
林　

秀
男（
文
学
部
）

◇
白
門
四
八
会
副
幹
事
長

　

東
京
江
戸
川
支
部
副
支
部
長

　
　
　

小
林　

裕　
（
文
学
部
）

第19回総会・
懇親会開催報告

幹事長

佐
（文・八王子市）

藤 愛 子

【別表２】

2017年度 白門48会役員
会 長 山口　隆司（理工学部）
副 会 長 菊田　和行（法学部）

佐山　洋一（経済学部）

井沢　和夫（商学部）

島崎　　修（理工学部）

榎本　真一（文学部）会長代行
幹 事 長 佐藤　愛子（文学部）
副幹事長 三森　孝悦（理工学部）事業部会担当

長谷川孝雄（理工学部）事業部会事務局担当
水野　勝敏（商学部）会計部会担当
江川　修司（商学部）会計部会担当
小林　　裕（文学部）広報部会担当
細谷　教雄（理工学部）広報部会ホームページ担当

常任幹事 小田　眞一（商学部）

佐藤　　豊（経済学部）

宮崎　謙一（法学部）

藤野美知子（文学部）
地方支部 黒羽　一記（文学部）関西支部長

三澤　壯義（商学部）東北支部長
橋本　　博（経済学部）九州支部長

会計監査 藤野美知子（文学部）

国領　義男（経済学部）
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白
門
四
八
会
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち

は
。
私
は
、
皆
様
と
同
期
の
法
48
年

卒
で
、
現
在
、
弁
護
士
の
傍
ら
、
昨

年
の
６
月
か
ら
中
央
大
学
学
員
会
本

部
の
副
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
。

　

白
門
四
八
会
は
、
山
口
隆
司
会
長
、

佐
藤
愛
子
幹
事
長
を
中
心
に
多
く
の

仲
間
が
母
校
や
学
員
会
の
為
に
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
既
に
、
同
期
の

酒
井
正
三
郎
総
長
・
学
長
、
及
び
、

林
勘
市
常
任
理
事
（
前
学
員
会
副
会

長
）
が
活
動
し
て
お
り
、
私
も
、
そ

の
末
席
に
加
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

去
る
６
月
３
日
、
白
門
四
八
会
の

定
時
総
会
・
懇
親
会
に
学
員
会
本
部

を
代
表
し
て
参
加
し
、
京
都
か
ら
黒

羽
一
記
白
門
四
八
会
関
西
支
部
長
も

参
加
さ
れ
、
各
地
で
活
躍
を
さ
れ
て

い
る
皆
様
と
親
交
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
、
又
、
御
茶
ノ
水
校
舎
時
代
の

懐
か
し
い
思
い
出
を
語
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
当
時
の
母
校

は
、
学
生
運
動
が
激
し
い
時
期
な
が

ら
、
文
武
両
面
に
お
い
て
輝
か
し
い

成
果
を
挙
げ
て
お
り
我
々
共
通
の
誇

り
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
昨
今
、
こ
の
伝
統
に
陰
り
が
見

ら
れ
る
こ
と
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

　

母
校
は
、
中
央
大
学
中
長
期
事
業

計
画
（Chuo V

ision 2025

）
を
策

定
し
、
広
い
視
野
に
立
っ
た
改
革
に

着
手
し
、
又
、
本
年
５
月
26
日
に

は
、
久
々
に
学
内
か
ら
法
務
研
究
科

教
授
大
村
雅
彦
氏
が
新
理
事
長
に
就

任
し
、
２
０
１
７
年
度
重
点
政
策
と

し
て
、
新
学
部
増
設
、
多
摩
・
後
楽

園
二
大
キ
ャ
ン
パ
ス
化
、
東
京
五
輪

の
強
化
選
手
育
成
を
掲
げ
、
更
に
は
、

昨
年
、
箱
根
駅
伝
87
年
連
続
本
戦
出

場
の
輝
か
し
い
歴
史
が
途
絶
え
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
箱
根
駅
伝
の
復
活
に

も
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

多
摩
・
後
楽
園
二
大
キ
ャ
ン
パ
ス
化

は
、
法
学
部
を
都
心
に
移
転
し
、
法

科
大
学
院
と
一
体
化
し
た
教
育
環
境

を
後
楽
園
に
作
る
構
想
で
す
。
実
現

ま
で
に
は
、
様
々
な
難
題
が
待
ち
受

け
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
酒
井
総
長
・

学
長
、
及
び
、
大
村
理
事
長
・
林
常

任
理
事
が
必
死
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

又
、
箱
根
駅
伝
の
復
活
は
我
々
の
悲

願
で
も
あ
り
、
母
校
の
箱
根
駅
伝
の

栄
光
を
築
い
た
一
人
で
あ
る
Ｏ
Ｂ
の

藤
原
正
和
氏
（
平
15
年
文
卒
）
が
昨

年
４
月
よ
り
監
督
に
就
任
し
、
部
員

と
寝
食
を
共
に
し
て
練
習
強
化
に
励

み
、
又
、
優
秀
な
人
材
の
発
掘
に
も

努
力
し
て
い
ま
す
。

　

白
門
四
八
会
の
皆
様
は
、
既
に
、

こ
れ
ま
で
熱
心
な
支
援
を
続
け
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
学
員
会
本
部
も
、
こ

う
し
た
重
点
政
策
に
賛
同
し
、
母
校

の
栄
光
の
復
活
に
全
面
的
に
協
力
し

て
行
く
所
存
で
す
。

　

学
員
会
は
、
今
や
、
歴
代
の
卒
業

生
56
万
人
を
構
成
員
と
し
、
海
外
支

部
を
含
む
２
４
３
支
部
（
地
域
、
年

次
、
職
域
、
本
年
３
月
末
現
在
）
を

結
成
し
て
い
る
巨
大
な
組
織
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
為
、学
員
会
の「
見

え
る
化
」
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
学

員
会
本
部
は
、
そ
の
活
動
状
況
、
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
、
合
理
的

な
組
織
運
営
の
在
り
方
等
に
つ
い
て

「
見
え
る
化
」
に
向
け
た
様
々
な
工

夫
・
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

白
門
四
八
会
の
皆
様
に
お
か
れ
て

は
、
母
校
、
及
び
、
学
員
会
本
部
に

対
し
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
、
母
校
の
栄
光
の
復
活

に
向
け
て
共
に
行
動
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

よ
り
強
い
協
力
体
制
を
お
願
い
し
た

い
旨
の
挨
拶
が
あ
り
、
来
賓
を
代
表

し
て
瀨
川
学
員
会
副
会
長
か
ら
は
現

在
の
中
央
大
学
を
取
り
巻
く
厳
し
い

現
況
と
、
同
期
生
ら
し
い
四
八
会
へ

の
激
励
の
祝
辞
を
頂
い
た
。

　

相
場
45
会
支
部
長
の
ユ
ニ
ー
ク
な

乾
杯
ご
発
声
後
は
今
回
、
遠
方
の
新

潟
市
か
ら
久
々
参
加
の
木
村
廉
平
会

員
、
長
岡
市
か
ら
久
保
原
昇
会
員
と

石
坂
隆
会
員
の
【
新
潟
三
人
衆
】
に

よ
る
近
況
報
告
や
地
元
独
特
の
興
味

深
い
話
を
聞
き
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
ブ
ル
で
も
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
歓

談
に
花
が
開
い
た
宴
と
な
っ
た
。

　

お
か
め
と
ひ
ょ
っ
と
こ
の
仮
面
を

か
ぶ
っ
た
佐
山
洋
一
副
会
長
、
佐
藤

幹
事
長
に
司
会
の
バ
ト
ン
が
渡
り
、

四
八
会
マ
ド
ン
ナ
の
く
じ
引
き
娘
・

川
名
ま
ゆ
み
幹
事
に
よ
る
、
四
八
会

の
お
も
て
な
し
精
神
が
発
揮
さ
れ
た

大
抽
選
会
を
楽
し
ん
だ
後
、
菊
田
副

会
長
リ
ー
ド
の
応
援
歌
、
エ
ー
ル
、

小
田
眞
一
前
支
部
長
の
閉
会
挨
拶
、

全
員
満
面
笑
顔
で
記
念
撮
影
を
し
て

お
開
き
と
な
っ
た
。

　

二
次
会
に
は
席
に
余
裕
が
な
い
ほ

ど
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
そ
れ

で
も
飽
き
足
ら
な
い
メ
ン
バ
ー
は
名

残
を
惜
し
ん
で
更
に
夜
の
街
に
流
れ

て
行
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
マ
ダ
マ
ダ

皆
さ
ん
の
元
気
に
完
敗
、
イ
ヤ　

乾

杯
で
す
ね
！

◇
白
門
四
八
会
幹
事

　
　
　

坂
本　

賢
一（
経
済
学
部
）

◇
白
門
四
八
会
幹
事

　
　
　

左
居　

康
雄（
法
学
部
）

◇
白
門
四
八
会
幹
事
長

　
　
　

佐
藤　

愛
子（
文
学
部
）

◇
白
門
四
八
会
常
任
幹
事

　
　
　

佐
藤　

豊　
（
経
済
学
部
）

◇
白
門
四
八
会
副
会
長

　
　
　

島
崎　

修　
（
理
工
学
部
）

◇
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　

東
海
林　

正（
法
学
部
）

◇
苗
村
泰
徳
税
理
事
務
所
所
長

　
　
　

苗
村　

泰
徳（
商
学
部
）

◇
㈱
ニ
イ
ク
ラ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

新
倉　

利
明（
経
済
学
部
）

◇
白
門
四
八
会
会
員

　
　
　

萩
原　

正
夫（
商
学
部
）

◇
白
門
四
八
会
副
幹
事
長

　
　
　

長
谷
川
孝
雄（
理
工
学
部
）

◇
白
門
四
八
会
常
任
幹
事
・

　

白
門
四
八
会
会
計
監
査

　
　
　

藤
野
美
知
子（
文
学
部
）

◇
白
門
四
八
会
副
幹
事
長

　
　
　

水
野　

勝
敏（
商
学
部
）

◇
白
門
四
八
会
幹
事

　
　
　

三
橋　

隆　
（
文
学
部
）

◇
白
門
四
八
会
副
幹
事
長

　
　
　

三
森　

孝
悦（
理
工
学
部
）

◇
白
門
四
八
会
常
任
幹
事

　
　
　

宮
崎　

謙
一（
法
学
部
）

◇
白
門
四
八
会
会
長

　
　
　

山
口　

隆
司（
理
工
学
部
）

◇
白
門
四
八
会
幹
事

　
　
　

湯
川　

修　
（
商
学
部
）

来賓の方々。右から瀬川学員会副会長、相場年
次支部協議会代表幹事、半澤46会支部長、山
崎49年白門会支部長、前川47白門会副会長

白
門
四
八
会

　定
時
総
会
に
参
加
し
て

中
央
大
学
学
員
会
本
部�

�

副
会
長　

瀨
川　

徹

（
法
・
48
年
卒
）
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元
和
以
来
の
家
業
を
継
い
で

　

中
央
大
学
を
卒
業
し
て
四
五
年
が

経
ち
ま
し
た
。
私
の
四
年
間
は
、
世

間
的
に
は
東
京
大
学
入
試
中
止
で
始

ま
り
、
日
本
赤
軍
浅
間
山
荘
事
件
で

終
わ
っ
た
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う

か
？　

私
的
に
は
経
理
研
究
所
特
別

研
修
生
に
始
ま
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
・
Ｔ
Ａ

Ｃ
の
講
習
生
で
終
わ
り
ま
し
た
。
会

計
士
合
格
と
い
う
志
を
遂
げ
る
こ
と

が
出
来
ず
、
実
家
の
家
業
を
継
ぐ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
家
は
代
々
、
江
戸
初
期
元
和

二
年
（
一
六
一
六
：
大
阪
夏
の
陣
の

翌
年
）
創
業
の
油
問
屋
で
あ
り
ま
し

て
、
菜
種
油
の
商
い
を
し
て
お
り
ま

し
た
。
私
が
帰
っ
て
来
た
時
は
、
そ

れ
を
生
業
と
す
る
に
は
相
当
厳
し
い

時
代
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
父
親

は
継
が
せ
た
く
な
い
と
言
っ
て
お
り

銀
行
等
を
紹
介
し
た
の
で
す
が
、
私

自
身
一
匹
狼
的
な
性
格
な
の
で
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
で
は
満
足
出
来
な
か
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。
二
〇
代
中
頃
か

ら
三
〇
代
中
頃
ま
で
は
必
死
に
働
き

ま
し
た
。
事
業
は
苦
し
い
な
が
ら
も

軌
道
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ど
ん

ど
ん
内
容
も
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
最
大
の
危
機
は
、
肺
炎
で

入
院
し
闘
病
生
活
（
後
遺
症
）
を
五

年
余
り
続
け
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の

間
に
父
親
も
亡
く
な
り
ま
し
た
。
経

営
者
は
健
康
が
一
番
大
切
で
あ
る
と

感
じ
た
の
は
そ
の
時
で
し
た
。

　

現
在
は
、
豆
腐
製
造
会
社
（
佐
野

屋
）、
栃
尾
油
揚
製
造
部
門
（
油
屋

久
助
商
店
栃
尾
工
場
）、
不
動
産
貸

付
業
も
営
ん
で
お
り
ま
す
。

　

過
去
・
現
在
・
未
来
と
事
業
継
続

を
し
て
い
く
に
は
、
経
営
の
基
本
で

あ
る﹃
人
・
も
の
・
金
﹄を
う
ま
く

活
用
し
て
い
く
精
神
力
・
我
慢
力
が

益
々
必
要
に
な
っ
て
来
て
い
る
か
と

思
い
ま
す
。
昨
年
日
産
一
万
二
千
～

一
万
五
千
枚
の
栃
尾
油
揚
工
場
を
栃

尾
地
区
内
に
新
設
し
ま
し
た
。
今
年

度
も
新
た
に
一
万
五
千
枚
増
産
の
新

工
場
建
設
計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

中
央
大
学
で
四
年
間
学
ん
だ
こ
と
は
、

決
し
て
無
駄
に
は
し
な
い
と
、
残
さ

れ
た
人
生
を
歩
ん
で
行
こ
う
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

＊
栃
尾
油
揚
の
由
来

　

二
五
〇
年
前
の
江
戸
時
代
、
馬

市
で
馬
の
売
買
が
成
立
し
た
際
、

酒
宴
で
食
べ
る
つ
ま
み
と
し
て
誕

生
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

＊
栃
尾
油
揚
の
大
き
さ

　

通
常
の
油
揚
の
三
倍
の
大
き
さ

で
長
さ
一
九
〜
二
〇
㎝
前
後
、
幅

は
七
・
五
〜
八
㎝
、
厚
み
三
・
五
〜

四㎝
前
後
が
一
般
的
。

東
都
大
学
野
球

平
成
29
年
春
季
リ
ー
グ
戦

　

わ
が
中
央
大
学
は
七
勝
五
敗
、
勝

ち
点
三
で
、
亜
細
亜
、
國
學
院
と
同

率
の
二
位
で
し
た
。

　

い
つ
も
「
今
度
こ
そ
は
」
と
期
待

し
て
神
宮
球
場
へ
通
う
の
で
す
が
、

今
春
も
期
待
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

七
勝
五
敗
の
う
ち
印
象
に
残
る
の

は
負
け
た
日
大
二
回
戦
と
國
學
院
二

回
戦
で
す
。
ど
ち
ら
も
勝
て
た
試
合

だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

対
日
大
二
回
戦
は
、
先
制
す
る
も

追
い
つ
か
れ
、
延
長
戦
に
な
っ
て
エ

ラ
ー
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
延

長
に
な
る
ま
で
に
は
、
サ
ー
ド
ま
で

は
何
度
も
行
く
の
に
そ
こ
か
ら
ホ
ー

ム
が
遠
い
。
あ
と
一
本
が
出
な
い
。

悔
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

　

対
國
大
二
回
戦
は
、
相
手
投
手
が

四
球
で
チ
ャ
ン
ス
を
く
れ
て
い
る
の

に
、
こ
れ
ま
た
あ
と
一
本
が
出
な
い
。

不
甲
斐
な
い
。
腹
が
立
ち
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
、
中
央
は
四
球
で
自
滅

と
い
っ
た
感
じ
の
試
合
が
多
か
っ
た

の
で
す
。
し
か
し
、
今
春
は
そ
う

い
っ
た
感
じ
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

さ
て
秋
で
す
が
、
鍬
原
投
手
に
日

大
一
回
戦
、
東
洋
大
一
回
戦
の
よ
う

な
投
球
を
し
て
も
ら
っ
て
ま
ず
一
勝
。

あ
と
一
つ
は
伊
藤
投
手
（
骨
折
が
回

復
す
れ
ば
）
や
喜
多
川
投
手
ら
の
継

投
で
一
勝
。
こ
の
計
算
が
出
来
る
の

で
は
、
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
な
ど
で
校
歌
を
歌
い
ま
す
が
、

神
宮
で
歌
う
校
歌
は
そ
れ
よ
り
も
気

持
ち
よ
く
、
勝
っ
た
場
合
は
な
お
さ

ら
で
す
。

　

さ
あ
皆
さ
ん
、
神
宮
で
い
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

◇

◆

◇

◆

◇

◆

◇

◆

◇

◆

◇

◆

◇

　

８
月
８
日
に
四
八
会
と
し
て
は
珍

し
く
銀
座
で
暑
気
払
い
の
当
日
は
、

迷
走
台
風
に
よ
る
交
通
機
関
の
乱
れ

が
予
想
さ
れ
、
二
〇
名
個
室
貸
し
切

り
予
約
だ
っ
た
た
め
に
、
直
前
ま
で

や
き
も
き
し
ま
し
た
が
、
日
頃
の
皆

さ
ん
の
善
行
の
お
か
げ
で
無
事
天
候

も
回
復
し
、
予
定
通
り
開
催
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
銀
座
七
丁
目
店
は
、

ビ
ー
ル
好
き
な
男
性
な
ら
誰
も
が

知
っ
て
い
る
人
気
店
で
も
あ
り
ま
す

が
、
一
階
の
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
は
老
舗
だ

け
あ
っ
て
、
壁
に
掛
か
っ
て
い
る
大

き
な
絵
画
も
店
内
の
雰
囲
気
も
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
で
素
敵
で
し
た
。
料
理

は
Ｂ
級
で
も
、
こ
こ
は
ビ
ー
ル
が
主

役
な
の
で
我
慢
し
て
も
ら
う
と
し
て
、

我
ら
二
階
の
個
室
で
は
、
仲
間
だ
け

の
空
間
で
の
気
楽
さ
も
手
伝
っ
て
か

飲
み
放
題
の
ア
ル
コ
ー
ル
各
種
、
皆

さ
ん
年
齢
を
忘
れ
て
の
み
尽
く
し
て

い
ま
し
た
ね
。
や
は
り
夏
は
暑
い
方

が
ビ
ー
ル
は
美
味
し
い
！　

銀
座
で

味
わ
う
か
ら
格
別
な
気
が
す
る
の
も

不
思
議
で
、
こ
れ
か
ら
は
場
所
も
選

ん
で
グ
ル
メ
会
を
楽
し
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
是
非
今
後
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

（
グ
ル
メ
同
好
会
代
表
・
佐
藤
愛
子
）

三
（
文
・
成
田
市
）

橋

隆

秋
風
の
川
面
に
滲
む
夕
の
空

10月14日 箱根駅伝予選会応援
（立川昭和記念公園）

10月22日 ホームカミングデー
（中央大学多摩校舎）

11月11日 第128回幹事会
（駿河台記念館）

12月下旬 グルメ忘年会
1月下旬 新年会&第129回幹

事会
2月下旬 ラグビー部激励会
3月12日 第130回幹事会

（駿河台記念館）

幹事長
佐 藤 愛 子

〒192-0351
東京都八王子市東中野 228-1101

TEL＆FAX：042－679－3329
携帯電話：090－4098－7379
Eメール：ai-mimo.310.dm
 @amber.plala.or.jp

白門48会
連絡先

俳

句

投

稿

久
（商・長岡市）

保原　昇

工
（法・東村山市）

藤　　容

活 動 報 告

会員投稿の
ページ

ひととき

今 後 の 予 定

グ
ルメ同好会

銀座ライオン
で

暑気払い


